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2022年３月期第２四半期累計期間の業績予想数値と実績値との差異 

および通期業績予想の修正ならびに剰余金の配当（中間配当）の決定に関するお知らせ 
 

 2021 年８月 10 日に公表いたしました 2022 年３月期第２四半期累計期間（2021 年４月１日～2021 年９月 30 日）

の業績予想と実績値に差異が生じましたのでお知らせいたしますとともに、最近の業績動向を踏まえ、2022年３月

期（2021 年４月１日～2022 年３月 31日）の通期業績予想を下記のとおり修正いたしました。 

また、2021年９月 30日を基準日とする剰余金の配当（中間配当）を行うことについて決議いたしましたのでお知

らせいたします。 
 

記 

 
１．業績予想の修正について 
（１）2022年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値と実績値との差異 

（2021年４月１日～2021年９月 30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期 
純利益 

１株当たり 
四 半 期 
純 利 益 

前 回 発 表 予 想            EA（Ａ） 

（2021年８月 10日発表） 
百万円 

1,800 
百万円 

150 
百万円 

185 
百万円 

140 
円 銭 

113.46 

実    績    値   （Ｂ） 1,484 144 211 168 136.92 

A増  減  額          EA（Ｂ－Ａ） △316 △6 26 28 ― 

A増  減  率          EA    （％） △17.5 △3.8 14.1 20.7 ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 
（ 2 0 2 1 年３月期第２四半期） 

927 △102 △11 △9 △7.85 

 

（２）2022年３月期通期個別業績予想数値の修正（2021 年４月１日～2022年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

A前 回 発 表 予 想            EA（Ａ） 

（2021年８月 10日発表） 
百万円 

4,000 
百万円 

360 
百万円 

420 
百万円 

300 
円 銭 

243.13 

A今 回 修 正 予 想            EA（Ｂ） 4,150 400 500 380 307.93 

A増  減  額          EA（Ｂ－Ａ） 150 40 80 80 ― 

A増  減  率          EA  （％） 3.8 11.1 19.0 26.7 ― 

（ご参考）前 期 実 績 
（2021年 ３ 月 期 ） 

4,453 712 862 590 478.22 

 

 

 



（３）差異および修正の理由 

当第２四半期累計期間における売上高は、国内外において新型コロナウイルス感染症による経済活動縮小への

影響が続いたことなどにより、前回予想値を下回る結果となりました。しかしながら利益面につきましては、経

費等の節減や雇用調整助成金の受給などの政策を活用した結果、ほぼ予定通りの進捗となりました。 

また、通期業績におきましては、国産木材の有効活用・人手不足に対応した省力化投資・生産性向上に資する

設備投資動向が力強さを増しておりますことを鑑み、売上高・営業利益・経常利益及び当期純利益とも前回発表

の予想値を上回る見込みであります。 

 

２．剰余金の配当（中間配当）の内容 

 決  定  額 
直近の配当予想 

(2021 年８月 10 日公表) 
前期中間配当実績 
(2021年 3月期） 

基 準 日 2021年９月 30日 同左 2020年 9月 30日 

１ 株 当 た り 配 当 金 55.00 円 30.00 円 20.00 円 

配 当 金 総 額 70 百万円 ― 25 百万円 

効 力 発 生 日 2021年 11月 29 日 ― 2020年 11月 30 日 

配 当 原 資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

 

（理由） 

 当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要項目と位置付けておりますが、経営基盤並びに財務体質強化に向

けた内部留保を勘案しつつ、当面は与えられた環境下においての配当性向 40％を目指すこととしております。 
 このような方針のもと中間配当金につきましては、1 株当たり 30円より 25円増配し、１株当たり 55 円とさせて

いただきます。なお、期末配当金につきましては、当初の予想通り 70円とさせていただき、この結果、１株当たり

の年間配当金は、配当性向 40％に相当する 125円となる予定であります。 
 

（ご参考）年間配当の内訳 

 １株当たり配当金 

基 準 日 第２四半期末 期 末 合 計 

2 0 2 2 年 3 月 期 

 
     55.00円 
     （実績） 

 

 
         70.00 円 
        （予想） 

 

 
    125.00円 
     （予想） 

 

2 0 2 1 年 3 月 期 
     20.00円 
     （実績） 

        150.00 円 
普通配当（100.00円） 
特別配当 （50.00円） 

         (実績） 

    170.00円 
     （実績） 

 

 

（注）上記の業績予想等につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は様々な要因によって、予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上  


